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発展することが期待される。本研究の成果としては、第 1、2、3章部分が“Statistical data 
analysis for investigating Japanese government subsidy policy for private universities” 






Professor Roger Goodman（オックスフォード大学、英国、教育政策）、Professor Saul Gass
（メリーランド大学、米国、OR）からも高い評価が得られていることを付記しておきたい。 
 
 以上から、主査、副査、審査委員による全員が修正稿を審査した結果、本論文が本学博
士論文として妥当であると結論付ける。 
